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 はじめに                             

 

 那須塩原市では、平成２７（２０１５）年４月に施行した「那須塩原市牛乳等

による地域活性化推進条例」（通称：牛乳で乾杯条例）の目的を推進するため、

平成２９（２０１７）年３月に「ミルクタウン戦略」を策定し、生乳から作られ

る牛乳や乳製品（以下「牛乳・乳製品」という。）を生かし、酪農のみならず、

地域全体の活性化を推進してきました。 

 その結果、生乳生産本州一のまち那須塩原として、農林水産省の統計における

市町村別農業産出額（推計）においては、令和元（２０１９）年の生乳産出額が

全国３位、令和２（２０２０）年においては全国２位となりました。 

 一方、酪農をめぐる情勢として、経営者の高齢化、後継者不足による離農が進

み、酪農戸数が減少しています。 

意欲ある担い手による規模拡大やメガファームの参入により一戸当たりの飼

養頭数、生乳生産量は増加していますが、このまま酪農戸数が減少した場合生乳

産出額全国２位を誇る酪農基盤を維持することが難しくなり、酪農の衰退、地域

の衰退にも影響を及ぼすことが懸念されます。 

また、燃料・飼料等の価格高騰、新型コロナウイルス感染症の長期化等、新た

な脅威による影響も懸念されます。 

 これらのことを踏まえ、市民、生産者、事業者、市が協働し、更なる魅力ある

酪農のまちづくりを推進するため、「ミルクタウン戦略」を策定します。 

 なお、今後の社会情勢などの変化に対応した適切なプランの推進を図るため、

必要に応じて計画の見直しを行うものとします。 

 

 戦略の位置付け                         
 

 那須塩原市総合計画、牛乳で乾杯条例を推進する戦略として位置付けます。 

 
 

 

地域の活性化
（酪農が活性化することで地域も活性化）

魅力ある酪農のまちづくりを推進

目的

施策 持続可能な経営基盤の強化

農業の活性化
（水田・園芸・畜産等の活性化）

那須塩原市酪農・肉用牛生産近代化計画書

牛乳等による地域活性化推進条例

ミルクタウン戦略

目的

施策

那須塩原市総合計画

那須塩原市農業振興計画
「元気アップアグリプラン」
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 本市における酪農の現状                      

⑴ 酪農戸数 

担い手の高齢化や離農により全国的に酪農戸数が減少している中、本市

でも、平成 2２（２０１０）年度から令和２（２０２０）年度までの１１年

間で１１８戸（約３割）が減少しています。今後も、担い手の更なる高齢化

等により、酪農戸数の減少が予想されます。 

 

酪農戸数の推移 

 
家畜伝染病予防法に基づく定期報告値（栃木県）による。 

 

 

⑵ 飼養頭数 

平成２３（２０１１）年度には東日本大震災の影響により、乳用牛の飼

養頭数が減少していますが、平成２５（２０１３）年度には震災前の水準

まで回復し、増加傾向にあります。 

 

乳用牛の飼養頭数の推移 

 
家畜伝染病予防法に基づく定期報告値（栃木県）による。 

 

 

 

369 

343 
334 

318 

308 
300 

294 

281 
274 

262 

251 

200

250

300

350

400

市
内
酪
農
戸
数
（
戸
）

23,500 

21,809 

22,121 

23,320 

23,926 

23,688 

23,297 

23,535 

23,983 

23,846 

24,312 

21,500

22,000

22,500

23,000

23,500

24,000

24,500

25,000
市
内
乳
用
牛
頭
数
（
頭
）



4 
 

⑶ 生乳生産量 

平成２４（２０１２）年度までほぼ横ばいでしたが、大規模酪農家による

飼養頭数の増加により、平成２５（２０１３）年度以降は増加傾向にありま

す。 

 

生乳生産量の推移 

 
那須塩原市農務畜産課調べ 

 

⑷ 経営者の年齢構成 

アンケートに回答した酪農家の５５％が６０歳以上であり、このまま後 

継者となる担い手が見つからなければ、１０年後の令和１３（２０３１）年

には７７％が６０歳以上となる見込みです。 

 

酪農家の年齢別構成割合 

 
R３.3 月農業経営に関するアンケート調査（那須塩原市）※1 による。 

 

 

 

※1 R３農業経営に関するアンケート調査（那須塩原市） 

那須塩原市内に 30a 以上の農地を所有する人又は法人を対象に、農業の実態、農業の現状に対する意識

や意向を把握し、市の施策検討の参考とするため実施したものです。回答があった市内農業経営者

1,921 名から酪農経営者 150 名を抽出しております。 

酪農経営者 150 名/251 名（R3.2 月 家畜伝染病予防法第 12 条の 4 第 1 項に基づく定期報告） 
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⑸ 経営状況 

① 飼養頭数規模 

飼養頭数４０頭未満が３９％、４０頭以上８０頭未満が３１％で、８０

頭以上は２３％となっており、家族経営による小規模酪農家が多い状況に

あります。 

 

飼養頭数規模別割合 

 
R３.3 月農業経営に関するアンケート調査（那須塩原市）による。 

 

 

② 専業、兼業の割合 

アンケートに回答した酪農家の９５％は専業農家であり、市内の全農

家の専業農家割合（３７％）に比べると圧倒的に高い状況にあります。 

 

経営形態の割合 

 
R３.3 月農業経営に関するアンケート調査（那須塩原市）による。 
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⑹ 農業所得（農業収入―経費） 

酪農家の５０％が５００万円以上の農業所得を得ており、２１％の酪農 

家は１，０００万円以上の農業所得を得ている状況となっています。市内の

全農家に対する酪農家の割合では、５００万円以上１，０００万円未満が 

３７％、１，０００万円以上が５１％となっており、農業所得が高くなるほ

ど酪農家の占める割合が多い状況にあります。 

 

酪農家の農業所得の割合 

 
R３.3 月農業経営に関するアンケート調査（那須塩原市）による。 

 

 

 

全農家に対する酪農家の割合（農業所得別） 

 
 R３.3 月農業経営に関するアンケート調査（那須塩原市）による。 

 

 

 

 

-250万以上

2%

-1以上～-250万

2% 0以上～100万未満

7%

100万以上～200万未満

2%

200万以上～300万未満

11%

300万以上～400万未満

10%

400万以上～500万未満

9%
500万以上～1000万未満

29%

1,000万以上

21%

未回答

7%

酪農経営体数（戸） 全体経営体数（戸） 酪農/全体（％）

-250万円未満 3 181 1.7%

-250万円以上～-1万円未満 3 251 1.2%

0円以上～100万円未満 11 674 1.6%

100万円以上～200万円未満 3 145 2.1%

200万円以上～300万円未満 17 119 14.3%

300万円以上～400万円未満 15 61 24.6%

400万円以上～500万円未満 14 60 23.3%

500万円以上～1000万円未満 43 115 37.4%

1,000万円以上 31 61 50.8%

未回答 10 254 3.9%

合計 150 1,921
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 酪農の将来推計                          

 ⑴ 酪農戸数の将来推計 

継続意向がある酪農家の年齢を見てみると、５年後の令和８（２０２６）

年には、６０歳以上の経営者が６６％となります。また、今後も同じ推移で

酪農戸数が減少した場合、令和１２年（２０３０）度には、１６２戸まで減

少する推計結果となっています。 

 

現在(R3)の６０歳以上の酪農家の割合と 

５年後(R８)の６０歳以上の酪農家の予想割合 
酪農戸数の推移（推計） 

 
現在（R3） 

 
５年後（R８予想）  

 

R３.3 月農業経営に関するアンケート調査 

（那須塩原市）による。 

令和 12 年度の値は那須塩原市酪農・肉用牛生

産近代化計画※1 による。 

青：市内酪農家戸数 

赤：一戸当たりの飼養頭数 

 

 

⑵ 酪農戸数の減少が将来に与える影響 

   機械化による労働負担軽減や大規模化、メガファームの参入により、一戸

当たりの飼養頭数及び生乳生産量については、年々増加傾向にありますが、

担い手の高齢化や離農により酪農戸数が減少すれば、本市の酪農基盤を維

持していくことが難しくなり、いずれは生乳生産量が減少していくことが

考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

※1 那須塩原市酪農・肉用牛生産近代化計画 

「酪農及び肉用牛生産の近代化を図るための基本方針」は、「酪農及び肉用牛生産の振興に関する法律」

に基づき、酪農、肉用牛生産の健全な発展と牛乳・乳製品、牛肉の安定供給に向けた取組や施策の方向を

示すものです。 

また、都道府県が作成する「酪農及び肉用牛生産の近代化を図るための計画」等関連施策を市が運用する

際の指針となるものです。 
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 本市における酪農の目指す方向                   

 

１ 酪農に対する意識                          

⑴ ５年後（令和８（202６）年）の農業経営について 

5 年後(R８)の酪農経営の継続について 

 
 

 

酪農家の７５％は「農業継続」、

２３％の酪農家は「分からない」、

「離農予定又は離農済み」と答えて

おります。 

 

 

 

 

 

なお、「分からない」と答えた酪

農家の４１％は「担い手がいない」、

３１％は「経費がかかる」ことを理

由として挙げています。 

 

 

 

 

 

 

また、「農業継続」すると答えた

７５％の酪農家のうち７４％は「現

状維持」、１６％は「経営規模を拡

大する」と回答しています。 

 

分からないと答えた理由 

 
 

酪農経営継続の方針について 

 
R３.3 月農業経営に関するアンケート調査 

（那須塩原市）による。 

 

 

 

 

 

農業継続

75%

離農予定又

は離農済み

5%

わからない

18%

無回答

2%

担い手なし

41%

経費

31%

収入

10%

その他

4%

未回答

14%

現状維持

74%

規模縮小

2%

規模拡大

16%

6次産業化

1%

高付加価値

化

2%

集落営農

1%
委託

2%

その他

2%
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⑵ 酪農を続けていく上での不安 

「担い手がいない」、「高齢化による労働力不足」の労力面が２８％、「経

費コスト削減が不可」の経費面が２４％、「作物価格の低迷」の収入面が 

１４％と経営に直結する課題に不安を感じています。 

 

酪農を続ける上での不安 

 

R３.3 月農業経営に関するアンケート調査（那須塩原市）による。 

 

 

⑶ 酪農の魅力 

多くの酪農家が、生き物や自然と向き合うことの難しさや大切さ、喜びを

味わえる、そして収入面での見返りや食べ物・健康への貢献など、酪農の魅

力とやりがいを感じていることが伺えます。 

 

酪農の魅力 

 
R３.3 月農業経営に関するアンケート調査（那須塩原市）による。 

 

 

 

 

担い手いない

12%

経費コスト削減不可

24%

高齢化による労働力

不足

16%
荒れた農地の増加

1%

周辺非農家からの理解

4%

農地集積

6%

農地確保

5%

作物価格の低迷

14%

施設の老朽化

5%

圃場が狭い

7%

その他

2%

未回答

4%

やりがいがある

29%

自由

29%

自然と向き合える

12%

見返りがある

18%

食・健康に貢献

6%

なし

6%
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２ 酪農から生み出される魅力                       

⑴ 生乳産出額全国２位（本州１位）のまち 

全国でも有数の生乳生産量を誇る本市の酪農は、乳用牛（ホルスタイン種）

の飼養頭数が本州第１位、生乳産出額は市内の農業産出額の５１％を占める

市の基幹産業の一つであります。 

農林水産省の統計における市町村別農業産出額（推計）においては、令和

元（２０１９）年の生乳産出額が全国３位、令和２（２０２０）年において

は全国２位となりました。 

   これらは、乳用牛（ホルスタイン種）が那須高原の自然豊かな環境の中で

育てられ、生産者をはじめ酪農組合等が日々厳しい飼養管理により乳質向上

に取り組み、安全安心な生乳の生産に努めている証であると言えます。 

 

那須塩原市の農業産出額割合 

 
R２年 市町村別農業産出額（推計） 

農林業センサス結果等を活用した市町村別農業産出額の推計結果（農林水産省）より 

 

 

 

全国の生乳産出額順位 

 
R２年 市町村別農業産出額（推計） 

農林業センサス結果等を活用した市町村別農業産出額の推計結果（農林水産省）より 
 

 

 

米

11%

乳用牛

51%

肉用牛

7%

豚

5%

その他

26%

順位 都道府県 市町村 生乳産出額（千万円）
1 北海道 別海町 5,072
2 栃木県 那須塩原市 2,007
3 北海道 中標津町 1,945
4 北海道 標茶町 1,826
5 北海道 清水町 1,360

15 愛知 田原市 754
18 熊本 菊池市 719
22 群馬 前橋市 602
26 栃木 那須町 553

全国２位 
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全国の乳用牛（ホルスタイン種）飼養頭数順位 

 
市区町村別の牛の種別の飼養頭数（R3.9 月末時点） 

（資料：独立行政法人家畜改良センター） 

 

 

⑵ 魅力ある地元産牛乳・乳製品 

市内には３つの酪農業協同組合と３つの乳業事業者があり、それぞれが地

元の生乳を使った牛乳や乳製品を製造しています。 

良質な水や肥沃な大地で生まれた「那須塩原ブランド※１」として認定して

いる牛乳やチーズ、アイスクリーム等の乳製品の数々は、どれも新鮮で良質

なものが揃っており、国内有数の酪農のまちならではのフレッシュな味を楽

しむことができます。 

これら那須塩原ブランドの乳製品は、安心・安全はもちろん、生産者の情

熱と創意が作り出す豊かな味わいで、子どもの成長や健やかな長寿社会の実

現にも寄与する、毎日口にしたい品々で、本市の魅力ある産品として付加価

値及び地域の知名度向上、市民の健康増進に貢献しています。 

 
 

 

 

 

※1 那須塩原ブランド 

厳選された農産物や特産物などに対して認定される那須塩原ブランド。 

「那須塩原らしさ」「独自性」「信頼性」「安定性」などの基準に基づき認定される那須塩原が誇るプレミ

アムな地域ブランド 
 

順位 都道府県 市区町村 ホルスタイン種（頭）
1 北海道 野付郡別海町 108,801
2 北海道 川上郡標茶町 50,700
3 北海道 河東郡士幌町 49,858
4 北海道 標津郡中標津町 44,703
5 北海道 上川郡清水町 37,487
6 北海道 広尾郡大樹町 29,276
7 北海道 河東郡鹿追町 27,707
8 栃木県 那須塩原市 25,120
9 北海道 紋別市 23,475

10 北海道 紋別郡湧別町 23,315
11 北海道 厚岸郡浜中町 23,252
12 北海道 河東郡上士幌町 22,813
13 北海道 標津郡標津町 22,446
14 北海道 上川郡新得町 21,220
15 北海道 河西郡芽室町 18,055

30 熊本県 菊池市 12,457

35 群馬県 前橋市 10,533
45 栃木県 大田原市 8,331
48 宮崎県 都城市 7,787
49 栃木県 那須郡那須町 7,594

本州１位 
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３ 酪農を主軸とする地域活性化の方向性                  

本市においては、担い手の高齢化や離農により酪農戸数が減少傾向にあるも

のの、機械化による労働負担の軽減や大規模化及びメガファームの参入により、

一戸当たりの飼養頭数及び生乳生産量が年々増加している傾向にあります。 

酪農に対する意識調査をみても、離農する酪農家はいるものの、多くの酪農

家は酪農への魅力とやりがいを感じ、経営規模を現状維持し、又は拡大してい

く意向を示しており、今後も飼養頭数及び生乳生産量の増加が見込まれます。 

また、本市は、生乳産出額全国２位のまちとして、牛乳・乳製品の魅力ある

地域資源を活用することで、酪農の発展だけでなく、地域全体の活性化を推進

していきます。 

これらを踏まえ、引き続き畜産農家の経営基盤の強化や担い手の確保を図り、

持続可能な畜産業に取り組みながら酪農を主軸とする地域活性化の方向性と

して、次の２本の柱を設定し本戦略の推進に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柱の一つである「魅力ある酪農のまちづくりを推進する」については、本戦

略に基づき「生乳産出額全国２位のまちづくり」を中心に取り組んでいきます。 

豊かな自然と気候風土に恵まれたこの地で健康に育った乳牛の、鮮度の高い

良質な生乳を生かした付加価値向上への取組や、改めて地域資源を見つめ直す

ことにより、それらとコラボレーションした新商品の開発や販路の拡大等、国

内有数の「酪農のまち那須塩原」の地盤固めの強化を図っていきます。 

また、もう一つの柱である「持続可能な酪農の経営基盤を確保する」につい

ては、那須塩原市の歴史とともに歩んできた酪農家と手を携え、安全・安心な

新鮮な生乳を未来へも受け継がれて行けるよう、「那須塩原市酪農・肉用牛生

産近代化計画」に基づき、酪農の経営基盤の強化に取り組んでいきます。 

これらの取組を継続していくことにより、酪農の活性化、更には酪農を主軸

とした地域全体の活性化を図り、「ミルクから広がる新しい世界」の構築を推

進します。 

魅
力
あ
る
酪
農
の 

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る 

 

持
続
可
能
な
酪
農
の 

経
営
基
盤
を
確
保
す
る 
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Ⅱ 戦略 編 

～「酪農を主軸とする地域活性化への取組」～ 
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 基本方針                             

 

１ 基本的な考え方                            

「Ⅰ 地域活性化ビジョン編」での酪農の現状や方向性を踏まえ、市の総合計

画の部門別計画に位置付けながら、「牛乳等による地域活性化推進条例」を基に

生産者、事業者、市民、そして市が協働し地域全体で「酪農を主軸とする地域活

性化への取組」を展開することによって、地域活性化に取り組みます。 

  

≪牛乳等による地域活性化推進条例より≫ 

【 市 】目的達成のために必要な措置を講ずる。 

【生産者】安全安心な生乳の生産に努める。 

【事業者】魅力ある牛乳・乳製品の開発及び販売促進に努める。 

【市 民】牛乳・乳製品を食事に取り入れること、行事の際に牛乳等で乾杯する

ことに協力する。 

 

 

 

⑴ 魅力ある酪農のまちづくりを推進する 

生乳産出額全国２位を誇る本市の酪農は、大消費圏である首都圏に近い立

地、塩原温泉・板室温泉を有する観光地、牛乳・乳製品を製造販売する乳業

事業者、そして酪農家を支える酪農組合等、地域資源を生かす要素や環境を

たくさん備えています。 

このため、生乳産出額全国２位のまちと牛乳・乳製品を組み合わせた消費

拡大や普及啓発を図りながら、魅力ある酪農のまちづくりを推進します。 

 

 

⑵ 持続可能な酪農の経営基盤を確保する 

 本市は、先人が酪農の経営基盤を築き、維持・発展させ、日々安全安心な

生乳の生産に努めている酪農家等の努力により生乳産出額全国２位のまち

となりました。 

このため、経営している担い手の支援や新たな担い手の参入を促進すると

ともに、飼料生産基盤の拡充や耕畜連携を推進することで、持続可能な酪農

の経営基盤を確保します。 
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２ 基本目標                              

基本的な考え方に示す２本の柱の下、４つの基本目標を設定し、酪農の魅力

を引き出し発信する者への戦略と、酪農の魅力を生み出す酪農家への戦略の両

面からアプローチしていきます。 

 

 基本目標１ 仲間とつながる                魅力発信戦 

  酪農を主軸とした地域活性化に取り組んでいくためには、酪農や生乳に対

する理解を深め、酪農を応援してくれる仲間を増やしていくことが重要です。 

  生乳産出額全国２位のまちが生み出す地域資源を活用し、協働での仲間づ

くりに取り組みます。 

 

 基本目標２ 魅せるものをつくる             魅力発信戦略 

市内には、３つの酪農業協同組合と３つの乳業事業者があり、良質な飼料で

健康に育った乳牛から、生乳の持ち味を生かした個性豊かな、鮮度の高い良質

な牛乳や乳製品を製造しています。 

  また、国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構草地畜産研究所

や栃木県畜産酪農研究センターといった研究機関や、栃木県立那須拓陽高等

学校等によるオリジナル乳製品の開発やオリジナル乳酸菌を使用した商品開

発など多くの開発基盤が整っています。 

  これらと連携し、地域資源の調査や付加価値向上等の取組を強化し、商品改

良や新商品開発により、シリーズ展開化を図ることで、本市ならではの継続的

な魅力ある商品の開発と消費拡大、販売促進等に取り組みます。 

   

 基本目標３ 魅せる場をつくる  

  日常的に牛乳や乳製品を PR する場を設けることで、消費者が手に取りや

すい環境づくり、さらには、生産者や事業者、消費者が相互に交流する場を増

やし魅力を向上していくことが必要です。 

また、東京２０２０オリンピック・パラリンピックのレガシーを継承し、地

域の魅力発信や地域活性化につなげるために締結した民間企業との連携協定

等を生かし、首都圏での PR イベントなども積極的に開催していきます。那須

塩原市産の牛乳や乳製品の販売に加え、生乳産出額全国２位のＰＲを行うこと

により、首都圏エリアからの観光客の誘客につなげていきます。 

  「牛乳・乳製品といえば那須塩原」という“本物感”を持った地域ブランド

として、市民や訪れる観光客等に定着するよう、生乳産出額全国２位のまちと

してブランド力の向上と魅せる場の創出に取り組み、地域の知名度向上や地

域産業の活性化を推進していきます。 
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基本目標４ 安心して働ける場をつくる          酪農支援戦略 

  将来にわたり、酪農の経営基盤を確保し、維持していくには、現在経営して

いる担い手が安心して働ける環境と新たな担い手が参入しやすい環境を整備

することが必要です。 

酪農経営に関わる経費や労働の負担を軽減し、地域ぐるみによる酪農の収益

性向上、自給飼料の生産性向上を図ることで、担い手が酪農にやりがいや魅力

を感じ、安心して働ける場の提供に取り組みます。 

 

 

 

３ 戦略策定に当たっての基本的な視点                   

   次に掲げる視点を持ちながら、基本目標の達成に向けて、戦略を立案・展

開していきます。 

 

⑴ 成果指標 

ミルクタウン戦略においては、具体的な施策を達成するための目標値で 

ある「成果指標」を設定します。 

基準年度は令和２（２０２０）年度とし、計画取組期間（令和５（２０２

３）年度から令和９（２０２７）年度まで）の最終年度である令和９（２０

２７）年度を目標年度とします。 

 

 

 

 

 

 

 

生乳生産量：那須塩原市酪農・肉用牛生産近代化計画の推計より 

本市を象徴するもの：市民アンケート調査※１より 

 

 

 

 

 

※１ 第２次那須塩原市総合計画後期計画策定に関する市民アンケート調査（令和２（2020）年１月～ 

２月調査） 

この調査は、令和３（2021）年度末で計画期間が終了する第２次那須塩原総合計画前期基本計画の基本

施策における満足度・重要度調査を行うとともに、現在の市民ニーズを把握し、令和４（2022）年度か

ら始まる第２次那須塩原市総合計画後期基本計画策定のための基礎資料とするために実施しました。 

 

 

目標値 

185,337t/年 

（令和９年度） 

上昇を目指す。 

指標名 現状値 

生乳生産量 167,626t/年 

（令和２（２０２０）年度） 

本市を象徴するもの 

（牧場、牧草、牛、牛乳、

酪農関係の記述の割合） 

10．5％ 

（令和３（２０２１）年度） 
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⑵ 戦略体系 

 「魅力ある酪農のまちづくりを推進する」「持続可能な酪農の経営基盤を

確保する」を２本の柱とし、基本目標（１～４）、戦略（１～１０）により、

地域ぐるみで酪農を主軸とする地域活性化に取り組みます。 

 

 
 

 

                     

 

 

担い手確保への支援

生産基盤整備への支援

経営環境改善への支援

基本目標４
安心して働ける場をつくる

安心して働ける環境を整える。

基本目標１
仲間とつながる

地域活性化のため、
協働で取り組む仲間づくりに取り組む。

基本目標３
魅せる場をつくる

新しい販路の開拓

魅せる場の創出

生乳を活用したものづくり支援基本目標２
魅せるものをつくる

那須塩原市らしい
新たなものづくりの基盤を創出する。

戦略５ オリジナル乳製品の研究開発

戦略10

生乳を利用した仲間づくり支援

「那須塩原市牛乳の日」の普及促進

ものづくり人材の確保・育成

戦略８

 持続可能な酪農の経営基盤を確保する

【根拠条例・計画】那須塩原市酪農・肉用牛生産近代化計画

戦略１

戦略２

戦略６

戦略７

戦略３

販売拠点の創出や情報発信により
ブランド力の向上、魅せる場を創出する。

魅力ある酪農のまちづくりを推進する

【根拠条例・計画】牛乳等による地域活性化推進条例

戦略４

戦略９
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⑶ 推進体制 

地域全体の活性化を推進するため、関係機関が相互に緊密な連携を図り、

各々が有する情報やネットワークなどの知的・人的資源等を活用しながら、魅

力あるまちづくりに取り組みます。 

 

 

 

       

             

 

 

 

各組織等のミルクタウン推進運動 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    
 

 

 

 

 

 

 

 

【ミルクタウン推進連絡会】 

 ○牛乳・乳製品の消費拡大及び普及啓発 

 ○牛乳を生かしたまちづくりに関する各団体等の情報交換 

 ○その他牛乳でまちづくりに関すること 

 

 ≪構成：ミルクタウン推進に関わる関係機関、団体等の代表する者≫ 

 市民 生産者 事業者（生乳関連） 保健・栄養関係者 教育関係者  

 農林業関係者 学識経験者 ボランティア 行政 その他 

情報提供 支援 

消費拡大・普及啓発 

【市：産業観光部農務畜産課】 

○ミルクタウン戦略の推進 

生産者 事業者 

市民 市 



19 
 

 

 

 

 

基本目標１ 

仲間とつながる 

 

酪農を主軸とする地域活性化に取り組むため、協働で取り組む仲間づくりに

取り組みます。 

 

 戦略１ 生乳を利用した仲間づくり支援 

      市民等に生乳を原料とする牛乳や乳製品、酪農への理解や興味を

深めてもらい、まちづくりへの参加機会を提供します。 

      ・小中学校を対象とした酪農に関する出前講座の開催 

          生乳産出額全国２位を誇る酪農の歴史や現状を伝える出 

前講座を実施します。 

・牛乳普及推進隊の支援 

牛乳普及推進隊が行う牛乳普及活動を支援します。 

      ・牛乳等を利用したイベント等への後援 

牛乳料理コンクールやポスターコンクールを後援し、 

         牛乳の普及啓発を図ります。 

      ・ミルクタウン推進体制の強化 

市民、生産者、事業者、市による推進体制を強化します。 

      ・みるひぃ※1 の活用 

         みるひぃを活用し、生乳産出額全国２位のまちとして普 

及啓発を図ります。 

 

      ・牛乳検定の実施 

          牛乳や酪農によるまちづくりへの意識を高めるため、 

「牛乳検定」の実施を検討します。 

・チーズマイスター育成事業の実施 

          チーズの知識や取扱に関する知識を習得し、チーズの伝 

え手となる人材を育成する事業を検討します。 
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戦略２ 「那須塩原市牛乳の日※2」の普及促進 

      ９月２日を、９と２で（ぎゅうにゅう）の語呂合わせで、「那須塩

原市牛乳の日」とし、イベントを開催します。 

      ・９月２日の「那須塩原市牛乳の日」イベントの開催 

記念日として登録した「那須塩原市牛乳の日」に牛乳や 

乳製品の消費拡大や普及啓発に関するイベントを実施します。 

          また、「那須塩原市牛乳の日」を積極的に普及促進する 

ため、イベントの在り方を検討します。 

           例：ハッシュタグキャンペーン 

              SNS を使って、９月２日に牛乳で乾杯の画像を 

アップし、「那須塩原市牛乳の日」の普及啓発を 

図る。 

 

       ・記念日イベント連携事業の開催 

           他団体の記念日に関するイベント等と「那須塩原市牛 

乳の日」イベントを連携することで、広く普及啓発を行い 

ます。 

 例：南会津町乾杯条例※3 による「日本酒の日」イベント 

の連携等 

 

 

 

 

 

 

 
 

※１ 那須塩原市ブランドキャラクター「みるひぃ」 

「生乳生産本州一のまち」那須塩原のおいしい牛乳をもっと飲んでほしい！という思いから、平成１７（２０

０５）年１月１日（市町村合併とともに）誕生し、その後、那須塩原市の魅力をもっと多くの人に知ってもら

うため、市ブランドキャラクターに就任しました。ドイツ語で牛乳を表す「milch(ミルヒ)」から名付けられ

ました。 

 
※２ 那須塩原市牛乳の日 

那須塩原市畜産振興会では、９月２日を『牛乳の日（９と２で「ぎゅうにゅう」と読ませる語呂合わせ。）』

として、平成１９（２００７）年６月２９日に定め、本市の牛乳の普及啓発を実施し、本市の生乳生産本

州一としてのイメージアップを図ってきました。このような中、那須塩原市内外の方に対しても、牛乳に

親しみを感じてもらうために、９月２日を「那須塩原市牛乳の日」として、一般社団法人日本記念日協会

に登録申請し、平成２９（２０１７）年８月１７日に記念日として登録しました。 

 

※３ 南会津町乾杯条例 

南会津町は、地元酒を用いることで、地産地消の促進と地元酒の PR につなげ、地域産業を積極的に後押

しすることを目的として、平成２５（２０１３）年６月２１日に「南会津町乾杯条例」を制定しました。 
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基本目標２ 

魅せるものをつくる 

 

 

本市の豊富な生乳の資源と乳業基盤を活用し、那須塩原市らしい新たなもの

づくり体制を創出します。 

 

 戦略３ 生乳を活用したものづくり支援 

      ・６次産業化に取り組む者への支援 

農商工連携事業を活用する等、６次産業化に取り組む 

農業者・市民、市民団体等を支援します。 

      ・新商品開発やイベント開催への支援 

新商品開発やイベントに取り組む市民、市民団体等の 

活動を支援します。 

・栃木県畜産酪農研究センター乳加工施設を活用した６次産業化 

の促進 

牛乳・乳製品加工に興味を持ってもらうため、県と連携し、 

乳製品試作をする場を提供することで、６次産業化を目指 

す農業者等を支援します。 

 

      ・チーズ等の乳製品を使った料理の普及促進 

         各種イベントにおいて、那須ナチュラルチーズ研究会※1

等と連携し、那須地域のチーズ等を提供・活用し普及を図り

ます。 

 

 

 戦略４ ものづくり人材の確保・育成 

      ６次産業化に取り組みたい方や興味がある方に、県と連携しなが

ら情報提供に努めます。 

      ・栃木県６次産業化実践アドバイザー事業※2 の活用 

県と連携し、６次産業化に取り組む農業者へアドバイ 

ザーを派遣します。 
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 戦略５ オリジナル乳製品の研究開発 

      地域資源を生かしたオリジナル乳製品の研究開発を行います。 

      ・那須塩原市オリジナル乳製品の研究開発 

栃木県立那須拓陽高等学校と連携して、本市のオリジナ 

ル乳製品の研究開発を実施します。 

同学校で生産された農畜産物（生乳、野菜、果物）か 

ら分離した乳酸菌と生乳を組み合わせたバター及び乳酸 

菌飲料等の研究開発を支援します。 

 

      ・那須塩原市ゼロカーボン乳製品等の製造・販売 

          再整備後の道の駅「明治の森・黒磯」において、製造過程 

における CO２排出量ゼロで生産するゼロカーボンブラン 

ド乳製品やその乳製品を活用した特産品を製造・販売を目 

指します。 

・那須塩原市オリジナル乳酸菌の活用 

那須塩原市オリジナル乳酸菌を活用した乳製品等の開発 

を目指します。 

また、開発した商品に商標「NS milberry（エヌエス  

         ミルベリー）※3」を表示することで、ブランド化を図ります。 

       

 

 

 

 

 
※１ 那須ナチュラルチーズ研究会 

那須ナチュラルチーズ研究会は、那須地域のチーズ工房等が集まり平成２４（２０１２）年 9 月に設立。

チーズの製造技術の向上やチーズの普及促進を目的に活動を行い、今年で設立 10 周年を迎えます。 

令和元（２０１９）年 10 月にイタリアで開催された「World Cheese Award 2019」での世界 10 位

に入賞や、令和４（２０２２）年 10 月に日本で開催された「Japan Cheese Award 2022」において

最優秀部門賞を受賞した工房が所属しています。 

 

※２ 栃木県６次産業化実践アドバイザー事業（栃木 6 次産業化サポートセンター） 

栃木県では、農林漁業の６次産業化を推進するため、県内の農林漁業者等に対し、生産・加工・販売の一体

化や関連事業者との連携・提携などの６次産業化の取組を総合的に支援する「栃木６次産業化サポートセ

ンター」を設置しました。６次産業化に取り組む前の段階から、既に取り組んでいる方までの様々な相談

に、専門家（６次産業化実践アドバイザー）を派遣して応えるほか、６次産業化に必要な知識やスキルを

身につける講座制研修会の開催、異業種との交流会を開催します。 

 

※３ NS milberry（エヌエス ミルベリー） 

国立高等専門学校機構小山工業高等専門学校と共同で探査した那須塩原オリジナル乳酸菌を使用した商品

（栃木県産の乳製品、栃木県産の菓子（果物・野菜・豆類又はナッツを主原料とするものを除く）、栃木県

産のパン、栃木県産のサンドイッチ）に表示するため、令和４（２０２２）年 9 月に商標登録を行いまし

た。 
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基本目標３ 

魅せる場をつくる 

 

新たな販売拠点や情報発信により“牛乳・乳製品”と“生乳産出額全国２位の

まち”を結び付け、『本物感』あふれるイメージを持ってもらえるようなブラン

ド力の向上を図り、魅せる場の創出に取り組みます。 

 

  戦略６ 新しい販路の開拓 

       企業や団体と連携し、新しい販路の開拓に取り組みます。 

      ・市内高校、企業等での牛乳、乳製品の販路拡大 

那須塩原市産牛乳や那須塩原市オリジナル乳製品など 

の市内高校、企業等への提供を検討します。 

      ・企業主催の展示会や商談会への参加 

           販路拡大を希望する酪農家に対し、展示会や商談会の参加 

を促します。 

 

・首都圏等への販路拡大 

民間企業との連携協定※1 などを生かし、首都圏のイベント 

等で那須塩原市産牛乳・乳製品を PR することで、新たな販路 

拡大のきっかけづくりを形成します。 

 

  戦略７ 魅せる場の創出 

       牛乳や乳製品がいつでもどこでも提供できる場を創出すること

で市民や観光客等に消費を促し、「生乳産出額全国２位のまち」と

「地場産品である牛乳・乳製品」を印象づけることで、地域のブラ

ンド化を図ります。 

      ・那須高原ミルク街道※2 との連携促進 

          イベント等で、那須高原ミルク街道と連携し、牛乳・乳製 

品の普及啓発を実施します。 

・イベント等での「どこでも蛇口」の設置 

          各種イベントにおいて、牛乳を試飲できる「どこでも蛇口」 

を活用し、「牛乳のまち」を PR します。 

・牛柄ラッピングによる PR 活動 

 新幹線、バスやタクシー等の交通機関やポスト等を牛柄 

でラッピングすることで、酪農のまちとしての普及啓発を 

検討します。 
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・道の駅での乳製品コーナーの設置 

 地元産乳製品の消費拡大、普及啓発を図るため、道の駅 

にそれらを集めた乳製品コーナーの設置を検討します。 

・JR 駅でのウェルカムミルクの実施 

    JR 駅の観光案内所等で牛乳や乳製品を提供することで、 

普及啓発を図ります。 

・首都圏等へ向けた PR 活動 

民間企業との連携協定や、県アンテナショップ等を活用 

し、首都圏のイベント等で那須塩原市産牛乳・乳製品を PR 

し、那須塩原市の魅力向上を図ります。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※１ 民間企業との連携協定 

本市と㈱八芳園は、東京 2020 オリンピック・パラリンピックのホストタウン事業として実施した「那 

須拓陽高等学校と八芳園によるオーストリア選手団おもてなしメニューの開発」や、その後の「八芳園が 

プロデュースする白金台イベントスペースＭｕＳｕＢｕでの本市農畜産品のＰＲ」などで連携。これを契 

機に、オリパラのレガシーとして今後の新たな取組につなげていくため、令和４（２０２２）年１月２８ 

日にパートナーシップ連携協定を締結しました。 

 

※２ 那須高原ミルク街道 

栃木県の北部に位置する那須塩原市と那須町の北西部、那須連山のすそ野一帯をいいます。県道矢板那須

線と県道那須西郷線を中心となる街道とし、地域で生産される豊富な農畜産物である「食」を地域の主役

として、その他の資源と連携したエリア限定のおもてなし事業を行っています。 
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基本目標４ 

安心して働ける場をつくる 

 

高齢化や離農により酪農戸数は減少し、担い手が不足しています。 

既存酪農家や新規就農者等、地域全体で酪農業を支えながら、安心して働ける

環境を整えます。 

 

戦略８ 担い手確保への支援 

        酪農の魅力を発信するとともに、酪農の経営技術を次世代に

継承していくことで、意欲ある人材の参入及び定着を図ります。 

       ・新規就農者の参入を促進 

新規就農者の参入を促進するため、実地研修の受入先 

          の確保等、酪農研修体制の在り方を検討します。 

       ・経営技術支援体制の構築 

           技術講習会や酪農 OB※１による技術継承等、酪農の経 

          営技術支援体制の在り方を検討します。 

 

 

戦略９ 生産基盤整備への支援 

        補助事業による施設等の整備を支援します。 

       ・畜産クラスター事業※２への取組支援 

           国県及び酪農組合と連携し、畜産クラスター事業への 

          取組を支援します。 

       ・畜産担い手育成総合整備事業※３への取組支援 

                      国県及び酪農組合と連携し、畜産担い手育成総合整備 

事業への取組を支援します。 

 

 
※１ 酪農 OB   

酪農経営をされていた方で、経営主体を担い手に譲った方。 

 

※２ 畜産クラスター（畜産・酪農収益力強化総合対策基金事業） 

畜産クラスター計画とは、畜産クラスター協議会が定める、地域の畜産の収益性向上を図るための計画で

す。国は、国庫補助事業等により畜産クラスター推進の支援をします（畜産収益力強化対策等の活用には、

都道府県知事の認定を受けた畜産クラスター計画が必要です）。 

 

※３ 畜産担い手育成整備事業 

飼料自給率の向上と畜産経営の効率化を促進するため、飼料畑の造成・整備や、農業用施設（牛舎、堆肥舎

等）の整備を財団法人栃木県農業振興公社が主体となって行う事業です。平成 28（２０１６）年度以降に

事業が開始されています。 
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戦略１０ 経営環境改善への支援 

        酪農経営の経費や労働負担を軽減し、経営基盤の強化を図り

ます。 

       ・乳用牛群改良の促進 

           牛群検定※１への参加を推進するため、各牛群検定組合 

の活動事業費の一部を助成します。 

       ・家畜自衛防疫（予防接種助成）の強化 

           家畜自衛防疫体制の強化を図るため、伝染性疾病対策 

費（予防接種）の一部を助成します。 

 

       ・八郎ヶ原放牧場※2 による放牧の再開・利活用の検討 

           放牧による乳用牛の健全育成や、飼料の低コスト化が 

図られるとともに、放牧場の規模や運営方法、利活用につ 

いても検討し、効率的で適正な管理運営に努めます。 

・酪農ヘルパー※3 の利用支援 

           酪農家がゆとりある経営を展開するため、酪農ヘル 

パーの人材の確保や利用について検討します。 

       ・自給飼料の利用拡大 

           飼料価格の高騰に伴い、稲 WCS や飼料用米※4 等の利

用拡大に伴う支援の在り方を検討します。 

       ・品質改善等に向けた飼料の利用拡大 

           品質改善とメタン排出抑制に効果のある飼料の利用拡

大を促進します。 

       ・エネルギー費用削減と事業継続性の向上 

           酪農施設に、太陽光発電設備、蓄電池等の設置を促し、

エネルギー費用の削減と、停電時の速やかな復旧の実現

を目指します。 

       ・地域と調和した酪農経営の推進 

           持続可能な酪農経営を維持するため、畜舎等の適切な

管理、圃場への堆肥等散布時の早期耕起等の取組や、耕畜

連携の強化を推進し、地域との調和を図ります。 

 

 
※１ 牛群検定 

牛群検定とは、検定参加農家が飼養している経産牛全頭について、乳量、乳成分、体細胞数、飼料給与状

況、飼料単価、乳価、繁殖記録等といったデータを毎月 1 回、検定員の立会の下に牛個体毎に記録し、こ

れらを集計・分析して「検定成績表」として農家にフィードバックしています。受け取った酪農家は、飼料

給与の改善、搾乳衛生管理、繁殖管理、遺伝的改良といった生産全般にわたるチェックを行い、経営改善

に役立てています。優れた雌牛の選抜確保及び種雄牛の後代検定を推進するもので、乳用牛改良の基盤事

業となっています。 

 



27 
 

※２ 八郎ヶ原放牧場 

八郎ヶ原放牧場では、乳用牛の効率的な育成を目的に、大自然に囲まれた約 50 ヘクタールの牧草地の中

で預託放牧を実施していました。育成牛の放牧は、広々とした大地、適度な斜面の中を自由に歩くため足

腰が丈夫になり、牛の健康づくりに良いとされています。 

 

※３ 酪農ヘルパー 

酪農ヘルパーとは、酪農家が休みをとる際に酪農家に代わって、搾乳や飼料給与などの作業を行う仕事に

従事する人をいいます。酪農は朝夕２回の搾乳作業が欠かせないため、１年中休みがとれないという実態

となっていました。こういった事態を少しでも解消して酪農家が定期的に休日をとってゆとりある経営を

展開してもらうために、酪農ヘルパーが活躍しています。 

 

※４ 稲ＷＣＳ（ホールクロップサイレージ）と飼料用米 

家畜の飼料として使用される米です。籾殻のみを飼料にする場合と、茎葉と籾を同時に飼料とする場合が

あり、後者の場合を特に稲発酵粗飼料（稲ＷＣＳ、ホールクロップサイレージ）と呼び、稲の実と茎葉を同

時に収穫・密封して乳酸発酵させて用いられます。 
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 戦略の実効性を高めるための取組                  

 

  本戦略は、本市の「酪農を主軸とする地域活性化」に取り組む５年間の道筋

を示したものです。 

  ミルクタウン戦略の実行段階において、その戦略に掲げた取組を実行し、着

実に成果を上げ、市民、生産者、事業者、関係機関等と力を合わせて、市全体

で「酪農を主軸とする地域活性化」への力強い潮流をつくっていくことが重要

です。 

  こうしたことから、ミルクタウン戦略の実行性を高める取組として、次の３

点を実行していきます。 

 

１ 協働の推進 

 市民、生産者、事業者が地域への愛着と誇りを持ち、それぞれの創意工夫に

より役割を果たせるよう、協働により推進していきます。 

 

２ 財源の確保 

 戦略の実行段階において、「酪農を主軸とする地域活性化」への力強い潮流

をつくっていくためには、十分な財源の確保が必要です。 

 まずは自らの取組を着実に実行するため、事業の選択と集中を図りながら、

必要な財源の確保に努めます。 

 

３ 推進状況の把握・検証 

本戦略では、具体的な施策を達成するための目標値として、「成果指標」を

設定しています。これらの指標の達成状況や取組の進捗状況等を適切に把握・

検証するため、PDCA サイクルの下、取組の見直しと改善を図ります。 
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Ⅲ 資料 編 
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 ミルクタウン推進連絡会委員と策定経過               

⑴ 那須塩原市ミルクタウン推進連絡会委員一覧 

区 分 所 属 氏 名 

酪農業団体 酪農とちぎ農業協同組合 

那須高原支所長 
野中 寿伸 

栃木県酪農業協同組合 

県北支所長 

綱川 英樹 

齋藤 浩（令和４年７月～） 

那須箒根酪農業協同組合 

営業課長 
渡辺 芳信 

乳業関連事業団

体 

ホウライ(株)那須千本松牧場 

営業推進部営業課長 
大橋 晃 

新生酪農(株)  

事業管理課 
大森 兼治 

栃木県牛乳普及協会 

事務局長 
大野 満 

市民団体 那須高原ミルク街道推進協議会 

会長 
永山 優子 

那須塩原市青少年クラブ協議会 

会長 
永森 啓太 

那須ナチュラルチーズ研究会 

事務局長 
眞嶋 七重 

青木地区チーズつくり研究会 

代表 
人見 孝允 

県内教育機関 那須拓陽高等学校 

教諭 
中嶋 亮介 

那須清峰高等学校 

教諭 
高橋 徹 

国立高等専門学校機構  

小山工業高等専門学校准教授 
髙屋 朋彰 

学識経験者 (株)あしぎん総合研究所 

地域開発事業部長上席研究員 
佐藤 和寿 

行政機関 栃木県那須農業振興事務所 

次長兼企画振興部長 
髙野 孝夫 

栃木県畜産酪農研究センター 

所長 
脇阪 浩 

那須塩原市 

産業観光部長 
織田 智富 
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 ⑵策定経過 

 『ミルクタウン戦略』は、酪農関係者や外部有識者等で構成する「那須塩原市

ミルクタウン推進連絡会」の意見等を踏まえ、策定しました。 

 

年 月 日 懇談会等 

令和３年１１月２６日 

   ～１２月１７日 
農業経営に関するアンケート調査 

令和４年 ６月２２日 第１回ミルクタウン推進連絡会 

     ８月 ２日 第２回ミルクタウン推進連絡会 

令和４年１２月 ９日 

～令和５年１月１１日 
パブリックコメント 

令和５年 ２月 ６日 第３回ミルクタウン推進連絡会（書面） 

令和５年 ３月 策定 
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 前戦略の実施内容                         

基本目標１ まちづくりの仲間をつくる 

戦略１ 生乳を利用した仲間づくり支援 

取組 取組内容 実施内容 評価 

地域イベント

への乾杯用牛

乳提供 

自治会等が主催するイベント

に乾杯用牛乳を無料提供し、

「牛乳で乾杯」を推奨します。 

≪参加人数≫ 

H27：8,692 人 

H28：5,766 人 

H29：5,546 人 

H30：5,087 人 

R1 ：4,834 人 

※R2 年度から新型コロナウイルス

の影響により中止 

◎ 

公民館料理講

座への牛乳乳

製品の食材提

供 

公民館が牛乳・乳製品を利用

した料理講座を実施する際

に、その材料費を補助します。 

≪講座回数≫ 

H27：13 回 

H28：11 回 

H29：24 回 

※H29 年度で終了 

◎ 

小中学校を対

象とした出前

講座「わがまち

酪農」の開催 

生乳生産本州一を誇る酪農の

歴史や現状等を伝える出前講

座を実施します。市の酪農を

学び牛乳で乾杯することで、

郷土愛を醸成する 

H30 年度三島中学校に対して、畜産

フェアをテーマに実施 

◎ 

牛乳でまちづ

くり「フォトコ

ンテスト」の開

催 

牛乳に関する写真のコンテス

トを開催します。 

H28 年 9 月に実施 

応募作品数：50 点 
◎ 

牛乳や乳製品

を使用した料

理コンテスト

の開催 

栃木県牛乳普及協会が主催す

る牛乳料理コンクールを後援

し、牛乳の普及啓発を図りま

す。 

牛乳料理コンクール栃木県大会に

後援（賞品提供） 

※R2 年度は、新型コロナウイルス

の影響により中止。 

◎ 

食育講演会の

開催 

牛乳離れが始まる傾向がある

高校生を対象に、牛乳や乳製

品を通じた食育後援会を開催

します。 

検討・未実施 

△ 

牛乳・乳製品に

よる健康度モ

ニター事業 

牛乳・乳製品に対する消費量

調査や体力等の健康調査を行

い、食や健康への意識を高め

る事業を検討します。 

健康増進課・乳業企業等と連携し、

市民をモニターに健康 PR を検討し

たが、実施に至らなかった。 
△ 
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牛乳普及推進

隊の結成 

新規募集や既存組織を活用し

た牛乳普及を行う推進隊を結

成し、その活動を支援する体

制を検討します。 

畜産振興会、那須高原ミルク街道、

４H クラブ、栃酪青年部等を推進員

と位置付け、普及啓発活動実施 
◎ 

ミルクタウン

推進体制づく

り 

市民、生産者、事業者等によ

る市民主導による推進体制を

検討します。 

H30 年 11 月にミルクタウン推進

連絡会を設置。 

各年 2 回実施 

◎ 

 

戦略２ 牛乳消費拡大 PR キャラクター「みるひぃ」の利用促進 

取組 取組内容 実施内容 評価 

みるひぃの着

ぐるみ貸出し 

イベントなどで牛乳の普及啓

発等を実施する際の PR キャ

ラクターとして、着ぐるみを

貸し出します。 

畜産フェア、牛乳の日イベント等各

種イベントにおいて利用し PR 活動

を行った。 

H29 年度に市のブランドキャラク

ターとなってからも、情報発信や

PR 活動時には積極的に活用してい

る。 

◎ 

みるひぃのデ

ザイン利用 

牛乳の消費拡大 PR キャラク

ターを起用することによる牛

乳の普及啓発等を推進するた

め、広告物や商品等にみるひ

ぃのデザインの利用を推奨し

ます。 

◎ 

みるひぃによ

る情報発信 

広報やホームページ、イベン

ト等でみるひぃを活用し、情

報を発信します。 

◎ 

 

戦略３ 「９月２日は牛乳の日」の普及促進 

取組 取組内容 実施内容 評価 

「９月２日は

牛乳の日」イベ

ントの開催 

牛乳や乳製品の消費拡大や普

及啓発に関するイベントを実

施します。また、「那須塩原市

牛乳の日」を積極的に普及促

進するため、イベントの在り

方を検討します。 

なすしおばらマルシェと連携し、４

H 企画、酪農協等の協力により市民

主体による那須塩原市牛乳の日イ

ベントを実施した。 

※R2 年度から新型コロナウイルス

の影響により中止 

◎ 

日本記念日協

会へ登録 

「那須塩原市牛乳の日」を記

念日に登録し、その存在を広

く周知します。また、記念日

のシンボルとなる場所を「記

念日の聖地」に登録すること

で、地域のイメージアップを

図ります。 

H２９年度、9 月 2 日を「那須塩原

市牛乳の日」として記念日登録 

〇 
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基本目標２ 旨いものをつくる 

戦略４ 生乳を活用したものづくり支援 

取組 取組内容 実施内容 評価 

国・県の農商工連

携事業の活用（農

家申請版） 

国・県と連携し、６次産業

化に取り組む農業者を支

援します。生乳を原料とし

た牛乳・乳製品の新商品開

発や牛乳・乳製品を使用し

たイベントの開発を支援

します。 

畜産フェアや牛乳の日等のイベン

トを開催し、６次産業化に取り組む

農業者に対し、牛乳や乳製品を提供

する場をつくった。 〇 

新商 品開 発 やイ

ベン ト開 催 への

支援 

新商品開発やイベントに

取り組む市民、市民団体等

の活動支援を検討します。 

「生乳生産本州一チャレンジ事業」

において市民団体等が実施するま

ちづくり活動費の一部を補助した。 

≪利用団体数≫ 

H29：2 団体 

H30：3 団体 

R1 ：3 団体 

R3 ：2 団体 

※R2 年度は新型コロナウイルスの

影響により中止 

◎ 

乳製 品加 工 施設

整備への支援（市

民申請版） 

乳製品加工施設を整備し、

６次産業化に取り組む市

民、市民団体等への支援を

検討します。 

国及び県事業について、該当するも

のがあれば案内した。 
〇 

飲食店やホテル、

旅館 等へ 提 供す

る創 作料 理 の研

究 

酪農家に伝わる郷土料理

を基本とした創作料理の

研究に努めます。 

市内小学 4～6 年生を対象としたア

イディア料理コンテストを実施 

≪応募数≫ 

H29：630 名 

H30：415 名 

R1  ：376 名 

・地域おこし協力隊が料理研究家や

那須ナチュラルチーズ研究会と連

携し「メイドイン那須のチーズフォ

ンデュ」等レシピ開発を行った。 

・青木地区チーズつくり研究会が酪

農家間で生乳を使用したナチュラ

ルチーズ作りやピザ料理等を試作

し、地域内で普及活動を行った。 

◎ 
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栃木 県畜 酪 農研

究セ ンタ ー 乳加

工施 設の 利 用促

進 

牛乳・乳製品加工に興味を

持ってもらうため、県と連

携し、乳加工施設の利用促

進を図ります。 

栃木県畜酪農研究センターと連携

し、施設の情報発信、利用促進を図

った。また、市オリジナル乳酸菌製

品を製造する際は、加工施設の利用

と技術支援を受けた。 

◎ 

戦略５ ものづくり人材の確保・育成 

取組 取組内容 実施内容 評価 

栃木県６次産業

化実践アドバイ

ザー事業の活用 

県と連携し、６次産業化に

取り組む農業者へアドバイ

ザーを派遣します。 

県と連携し、６次産業化に取り組む

農業者へ補助金等の情報提供を行

った。 

〇 

 

戦略６ オリジナル乳製品の研究開発 

取組 取組内容 実施内容 評価 

那須塩原市オリ

ジナル乳製品研

究開発事業 

栃木県立那須拓陽高等学校

と共同して、本市のオリジ

ナル乳製品の研究開発を実

施します。那須拓陽高等学

校で生産された農畜産物

（生乳、野菜、果物）から乳

酸菌を分離し、その乳酸菌

と生乳を組み合わせたヨー

グルト及び乳酸菌飲料等の

研究開発を支援します。 

栃木県立那須拓陽高等学校と森林

ノ牧場㈱が連携し「拓陽キスミル」

を開発し、イベント等を通じて PR

を行った。R１年度～R３年度にお

いては、市内小中学校の給食で提供

した。（各年度 10,500 食） 

また、ヨーグルトの試作や、バター、

A2 ミルクの製造・販売も行った。 

◎ 

那須塩原市由来

の乳酸菌の探査 

国立高等専門学校機構小山

工業高等専門学校と共同し

て、那須塩原市で生産され

た農畜産物から、乳製品開

発に適した乳酸菌を探査し

ます。 

国立高等専門学校機構小山工業高

等専門学校に探査委託。栃木県畜酪

農研究センターにおいて菌の選抜

を行った。その那須塩原市オリジナ

ル乳酸菌について、安全性試験を実

施。「NS milberry（エヌエス ミル

ベリー）」として商標登録の申請を

行った。 

◎ 
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基本目標３ 売る場をつくる 

戦略７ 新しい販路の開拓 

取組 取組内容 実施内容 評価 

市内高校や 近隣

大学、企業食堂等

での牛乳、乳製品

販売 

那須塩原市産牛乳や那須

塩原市オリジナル乳製品、

郷土料理を基本とする創

作料理など、市内高校、近

隣の大学、企業、病院食堂

等への提供を検討します。 

拓陽キスミルについて、市内スーパ

ーや道の駅で購入できるよう販路

開拓に取り組んだ。 
◎ 

新幹線通勤 者向

け「めざましごは

ん」の開発販売 

JR と連携し、通勤者が気

軽においしく食べられる

朝食の開発を検討します。 

H29 年度に㈲松廼家と試作を重ね、

ミルク粥の商品化を進めてきたが、

コストや見た目の問題が改善でき

ず断念した。 

〇 

JR 主 催 の 栃 木

DC へ の 参 加

（H29～H31） 

JR、関係団体、企業等と連

携し、那須塩原市の魅力を

PR します。 

DC へ参加し PR 活動を行った。 

〇 

企業主催の 展示

会や商談会 への

参加 

販路拡大を希望する農家

に対し、展示会や商談会の

参加を促します。 

希望する農家に対し、紹介可能な展

示会について案内した。 〇 

 

戦略８ ミルクスタンド（牛乳・乳製品の提供の場）の設置 

取組 取組内容 実施内容 評価 

イベント等への

ミルクスタンド

出店 

各種イベントにおいて、牛

乳や乳製品を試飲販売でき

るミルクスタンドを出店し

ます。 

各種イベントに出店し、試飲販売に

より PR を実施した。 

※R2 年度からは新型コロナウイル

スの影響により中止 

◎ 

JR や道の駅等で

のお試しショッ

プや自動販売機

の設置 

お試しショップや自動販売

機を設置し、牛乳や乳製品

が目に触れる機会を増やし

ます。 

検討・未実施 

※R3 年度に那須塩原駅観光案内所

にて地元産牛乳を無料配布する予

定であったが、新型コロナウイルス

の影響により中止 

△ 
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基本目標４ 魅せる場をつくる 

戦略９ 魅せる場の創出 

取組 取組内容 実施内容 評価 

那須高原ミルク

街道加盟店と連

携したイベント

の開催 

「那須塩原市牛乳の日」な

どで、那須高原ミルク街道

加盟店と連携し、牛乳、乳製

品の消費拡大及び普及啓発

を実施します。 

畜産フェアや明治の森田園ウォー

キングイベント等で那須高原ミル

ク街道と連携し、消費拡大を図っ

た。 

◎ 

どこでも飲める

牛乳蛇口の開発 

市民や観光客が行き交う

JR 駅、道の駅等に、蛇口を

ひねれば牛乳が飲める場の

設置を検討します。 

栃木県立那須清峰高等学校と新生

酪農㈱と連携し、ミルクバーを製

作。各イベント時に使用し、生乳生

産本州一の有効な演出を行えた。 

◎ 

八郎ヶ原放牧場

の利活用 

放牧場を生かした観光や体

験の場としての利用を検討

します。 

民間によるスノーモービル利用や

ビジターセンターによるスノーシ

ュー利用で、観光地としての有効利

用を図った。 

◎ 

仮称「生乳生産

本 州 一 の 酪 農

館」の整備 

廃校や空き家等を活用し、

酪農の歴史や農機具の展

示、牛乳が試飲・飲食できる

酪農館の整備を検討しま

す。 

検討・未実施 

△ 

公共交通機関を

利用した牛柄ラ

ッピングによる

宣伝 

新幹線やバス等の公共交通

機関と連携し、牛柄に塗装

した乗り物を走らせること

で、酪農のまちとしての定

着を検討します。 

検討・未実施 

※新幹線やバス等の公共交通機関

と連携し、牛柄に塗装した乗り物を

走らせることで、酪農のまちとして

の定着を図ったが、実施に至らなか

った。 

△ 

 

基本目標５ 安心して働ける場をつくる 

戦略１０ 担い手確保への支援 

取組 取組内容 実施内容 評価 

新規就農者の参

入を促進 

新規就農者の参入を促進す

るため、実地研修の受入先

の確保等、酪農研修体制の

在り方を検討します。 

R１年度に担い手支援係を設置し、

新規就農者の参入促進を図った。 

R2 年度には栃木県として 5 年ぶり

の新規酪農者が誕生した。 

◎ 

経営技術支援体

制の構築 

技術講習会や酪農 OB によ

る技術継承等、酪農の経営

技術支援体制の在り方を検

討します。 

戸田協議会を民間のキャトルセン

ターや研修の場として活用するこ

とを 1 つの目的として施設整備の

補助をした。 

◎ 
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戦略１１ 生産基盤整備への支援 

取組 取組内容 実施内容 評価 

畜産クラスター

事業への取組支

援 

国県及び酪農協組合と連携

し、畜産クラスター事業へ

の取組を支援します。 

利用協議会数：４協議会 

①鍋掛クラスター協議会 

（H28～H29、R1～R2） 

②百村の郷畜産クラスター協議会 

（H28～H29） 

③寺子クラスター協議会（H30） 

④戸田協議会（H30） 

◎ 

畜産担い手育成

総合整備事業へ

の取組支援 

国県及び酪農組合と連携

し、畜産担い手育成総合整

備事業への取組を支援しま

す。 

〇取組主体：酪農：11 戸、和牛：2 戸 

○事業期間：H29～R4 

〇事業内容： 

草地造成改良 31.19ha 

草地整備改良 19.49ha 

施設用地造成整備 5.78ha 

道路整備 500ｍ 

家畜保護施設整備15,500 ㎡（12 棟） 

飼料調整貯蔵施設整備1,050㎥（1 棟） 

水質汚染防止施設４箇所 

家畜排せつ物処、理施設整備6,280 ㎡（9 棟） 

◎ 

 

戦略１２ 経営環境改善への支援 

取組 取組内容 実施内容 評価 

乳用牛群改良の

促進 

牛群検定への参加を促進す

るため、各牛群検定組合の

活動事業費の一部を助成し

ます。 

黒磯牛群検定組合、箒根牛群検定組

合、那珂川牛群検定組合に加入する

組合員数に対し補助金を交付した。 

≪加入組合員：合計戸数≫ 

H29：101 戸 

H30：101 戸 

R1 ： 96 戸 

R２2：92 戸 

R3 ： 91 戸 

◎ 

優良雌牛の導入

支援 

生産能力の高い優良雌牛を

導入する場合、その導入費

用の一部を助成します。 

生産能力の高い優良雌牛を導入す

る費用の一部を助成した。 

≪導入頭数≫ 

H29：32 頭 

H30：46 頭 

R11：43 頭 

R２ ：50 頭 

R3 ：71 頭 

◎ 
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家畜自衛防疫（予

防接種助成）の強

化 

家畜自衛防疫体制の強化を

図るため、伝染性疾病対策

費（予防接種）の一部を助成

します。 

家畜自衛防疫体制の強化のため、予

防接種費の一部を助成した。 

≪接種頭数≫  

○ア ：アカバネ病 

○I ：ＩＢＲ単味以外 1,809 頭 

○ブ：ブルセラ、結核、ヨーネ病検査 

○豚 ：豚 PED 予防接種 

○ヨ ：ヨーネ病検査 

【H29】 

○ア ：3,369 頭、○I ：1,809 頭 

○ブ ：2,068 頭、○豚 ：6,850 頭 

【H30】 

○ア ：2,025 頭、○I ：1,914 頭 

○ブ ：3,171 頭、○豚 ：3,100 頭 

【R1】 

○ア ：1,965 頭、○I ：962 頭 

○ブ ：6,078 頭、○豚 ：200 頭 

【R２】 

○ア ：1,830 頭、○I ：1,969 頭 

○ヨ ：7,149 頭 

【R3】 

○ア ： 870 頭、○I ：2,344 頭 

○ヨ ：3,243 頭 

◎ 

自給飼料（飼料用

作物）の利用拡大 

稲 WCS や飼料用米等の利

用拡大を図るため、畜産農

家と耕種農家とのマッチン

グ機会を提供します。 

奨励金交付等の推進、農業委員会や

農業公社を通じての農地貸借によ

り、自給飼料の生産及び農地集約に

努めた。 

◎ 

八郎ヶ原放牧場

による放牧の推

進 

放牧による乳用牛の健全育

成を図るため、八郎ヶ原放

牧場の利用を推進します。 

放牧事業の実施 

≪入牧頭数≫ 

H29 年度：56 頭 

H30 年度：51 頭 

R1 年度 ：53 頭 

※R2 年度から鹿の食害により休牧

中。放牧を再開するため、八郎ヶ原

放牧場活性化検討会を設立し、食害

対応について検討している。 

◎ 

塩原堆肥センタ

ーの利用促進 

家畜ふん尿による資源循環

型農業を実現するため、塩

原堆肥センターの利用促進

を図ります。 

堆肥化事業の実施 

◎ 

 


